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投 稿 規 定

報文の原稿は次のような体裁にする。

1） 原稿は兵庫県の昆虫を対象にしたものに限ります。

2） 用紙は400字詰横書原稿用紙を用いる。

3)．新かなづかい、原則として当用漢字を使用する。

4） 動植物の和名は片仮名で書く。

5） データの記載は次のようにする。

2＄3 Aug. 19 1979. または、 233旱 19W1979.

6） 図は別紙に用意し、そのまま製版できるよう墨入れしてあること。

本誌は横2段組で一行の長さが7cmになりますので、そのことを考慮して原図を作成

して下さい｡

また写真は黒白プリントで、図同様7cmにして下さい。

7） 引用文献は文末に一括して著者名のアルファベット順に下記のような形式で記す。

木村三郎(1977)上月町のシルビアシジミてんとうむしNo.4 : 4

川副昭・若林守男(1976)原色日本蝶類図鑑保育社大阪

また引用したものについては本文中に著者名と年号、たとえば木村三郎（1977） と書い

て下さい。

1

雷

原稿の登載順序、活字の指定、校正などは編集幹事に一任して下さい。2．

3． 投稿御希望者は原稿を本会事務局までお送り下さい。

〆

表 紙

オオウラギンヒョウモンの交尾

兵庫県下に生息するヒョウモンチョウ類の

中で、ヒョウモンモドキに次いで珍しい種で

ある本種は、県下でも数ヶ所の生息地を除い

て最近その姿を見ることができなくなった。

1979年8月14日にその数少ない産地の一つ、

杉ヶ沢高原を訪れる機会があり、幸運にも本

種の交尾行動をカメラに収めることができた

（交尾飛翔形式は←旱十$)。

杉ケ沢高原の草原はよく手入が行き届き、

本種が絶滅したと思われる栃原のように、草

原に小木、雑草が繁茂するようなことがなく、

雑草の間には本種の食草であるスミレの類が

多く見られ、オカトラノオ、ヒヨドリバナ、

アザミなどの吸蜜植物も多く本種の楽園でも

ある。

（広畑政己）
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揖竜地区の蜻蛉相

相坂耕作

由としてトンボの生活環境は幼虫時代は水中生活

をするという過程を経るから、何らかの影響によ

り水質が悪くなっていれば絶滅ということも考え

られるから（もちろん採集資料にもいえるが）で

実際に採集した資料ほど確実さがないと思うから

である。

以上のようなことから不完全ではあるが、興味

ある種も少<はないのでここに報告をし、尚完全

な揖竜地区の蜻蛉リストを作るべく努力をしたい

と思います。

尚との本文を稿するに当りエゾトンポ科の同定

をお願いした国際蜻蛉学会の井上清先生および貴

重な標本の恵与や資料を頂いた姫路昆虫同好会の
トンボ屋仲間三木安貞・菅原昭夫各氏に感謝致し

ます。

トンボの採集地は次の記号で表した

竜野市竜野町 A

〃揖西町 B

揖保郡御津町 C

〃揖保川町 D

〃太子町 E

「夕焼け小焼けの赤トンボ負われて見たのはい

つの日か山の畑の桑の実を小籠につんだは幻し

か」これは有名な三木露風作詞の赤トンボの一節

である。文学碑としていまも竜野公園の中心をな

して立っている。また三木露風の生家も同公園付

近にある。

このように竜野市（旧揖保郡竜野町）は全国に

知られるトンボに関係の深い地であり、付近には

トンボにちなみ国民宿舎「赤トンボ荘」製麺会社

が以前つけていた「鬼ヤンマラーメン」、ゴミ集

回車の「赤トンボのチャイム」など数えあげれば

きりがない程トンボとはきってもきれない土地柄

なのである。

兵庫県下のトンボ研究は|日い所では井口宗平・

兵庫県佐用郡産35種(1908) 、戸沢義信・甲山付

近の蜻蛉47種(1930)があり、近いところで山本

義丸．兵庫県氷上郡昆虫目録NATURA特別号

（1958）で62種、最近としては関西トンボ談話会

・近畿地方のトンボで兵庫県下の詳しいリストが

出来つつあるが、西播磨の中心でもある揖竜地区

のトンボの文献はほとんどない。幸いにも私は高

校時代を揖保川のそばで学んだ。学校の裏山は原

始林「鶏籠山」で、学校の近くには野生の鹿が水

を飲みにくるほど自然に恵まれた地でもあった。

また私はあることがきっかけで今回も標本等御

恵与下さった菅原昭夫氏と知り合い氏のお宅が揖

保郡御津町ということで竜野市同様よく同地を訪

れる機会があり御津町のトンボを多く調査するこ

とが出来た。尚菅原氏には多くの知見を得、その

大きなものとして同氏のハネビロエゾトンボの発

見である。それがきっかけとなりオオエゾトンポ

など稀種トンボの同地での発見、マルタンヤンマ

・アオヤンマ・ハネビロトンボなど分布上注目す

べきトンボ、極めて稀種といわれるネアカヨシヤ

ンマの発見へとつながったわけである。

今回揖竜地区のトンボ相としてリストを作った

のは私自身が所蔵の標本52種および私自身が目撃

した種1種および三木安貞氏所蔵の標本1種であ

り、文献上にある種類（例えばハッチョウトンボ

やタイリクアカネ等）は省くことにした。その理

、

｢靖 蛉 類」

ヘ
一 均 翅 類

1． イトトンポ科 Agriomdae

(1) キイトトンボCeriagrionnrdanurum

Selys.

1972, 8 C

1972, 9 D

出現期 5～9月

（2） アジアイトトンポ Ischnuraasiatica

Brauer.

1972, 9 C

1973, 5 C

出現期 5～9月

（3） アオモンイトトンボ Ischnura

senegalensiSRampbur:

1976, 8 C

出現期 4～10月

－1－
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（4） クロイトトンポCercioncatamorum

Ris:

1972, 8 C

1972, 9 C

出現期 5～9月

（5） セスジイトトンボCercionhierogly-

phicumBrauer:

1976, 5 C

1976, 8 C

出現期 5～9月

2． モノサシトンポ科PlatyCnemidae

（6） モノサシトンボCoperaannulata

Selys.

1969, 9 A

1972, 8 A

1972, 8 C

1972, 9 D

1973, 5 C

1975, 9 A

1976, 9 C

出現期 5～9月

3． アオイトトンポLestidae

（7） アオイトトンポLestes sponsa

Hansemann.

1972, 7 E

出現期 5～10月

（8） コバネアオイトトンボLestes

japonicus Selys.

1972, 7 E

1976, 9 C

出現期 5～10月

4 カワトンポ科Calopterygidae

（9） ハグロトンポCalopteryxatrata

Selys.

1966, 7 A

1972, 8 C

出現期 5～10月

、カワトンボMnais strigata

Selys.

1967, 5 A

出現期 4～7月

採集品は淡橿色型であるがおそらく一般的

な透明型も分布しているものと思う。

不均翅類

5． サナエトンポ科Gomphidae

伽ヤマサナエGomphusmelaenops

Selys.

1965, 5 A

出現期 4～7月

⑫フタスジサナエTrigomphus

interruptus Selys.

1973, 5 C

1973, 4 B

1973, 5 B

1973, 7 B

出現期 4～7月

5月頃山間部の水田および池の付近に多い。

u3オグマサナエTrigomphus ogumai

Asahina.

1973, 4 C

1973, 5 C

1973, 4 B

1973, 5 B

出現期 4～5月

溜池や潅慨用の溝川などに多い西播地方で

春期最も一番多いサナエトンボである。

側タベサナエTrigomphuscltimus

tabei Asahina.

1966, 5 A

出現期 4～6月

前種と同じく春のサナエトンボだがオグマ

サナエほど多くはないようである。

胴ダビドサナエ Pauidiusnanus Selys.

1967,5A

出現期 4～6月

山間の渓流沿いにのみ見出される。

daオジロサナエ Stylogomdlussuxurii

Oguma

1965, 6 A

出現期 5～8月

広範囲に分布しているが、いずれの地でも

少ない。

㈹オナガサナエOnyc加gomphus

viridicostus Oguma.

1966, 7 A

1967, 6 A

1976, 7 C

出現期 6～9月

琴

〆

－2－

！

’

L， 一 －．草:言:､皇－，， ど･塩: :. ． ｰ_､ ＝.:＝Z･卦...:;金一



－

…~、

NO.5てんとうむし 45

なれることは少ないので注意しなければこの

珍トンボも見られなくなるかもしれない。

24） ネアカヨシヤンマAes℃hnophlebia

anisoptera Selys.

1976, 8 C

出現期 6～8月

太身の大型ヤンマで前種と同様減少し、き

わめて稀種といわれるヤンマで、この種を採

集した時たいへんなものを採ったという感じ

がした図鑑などでしってはいたが突然それが

目の前に現われた時はまったく驚いた。我が

国の特産種ともいえる稀種で西播地の都市開

発等に当たっては十分留意願いたいものであ

る。

鯛カトリヤンマCynacantha japonica

Bartenef.

1974, 8 C

1976, 9 C

出現期 6～11月

最近は山地へいかなければ見られなくなっ

た。

鯛ヤブヤンマPolycanthagyna

melanictera Selys.

1976, 9 C

出現期 5～9月

8は黒色地に青緑斑があり美しく、 旱は全

体に黄色部が多く一見別種の感じがする。

伽マルタンヤンマAnaciaeschna

martini Selys.

1976, 9 C

出現期 6～9月

（この種は三木安貞氏採蔵品で分布上重要

なので所蔵ではないが同氏の好意により分

布に入れた）

南方系の代表的な種で8は大変に美しく採

集しにくい黄昏活動をする。

28ギンヤンマAnaxparthenopejulius

Bkauer.

1973, 7 C

1974,8 C

出現期 4～10月

ヤンマ中最普通種であるが近年はそんなに

多産する池はあまりない。

旧コオニヤンマ Sieboldiusalbardae

Selys.

1966, 6 A(新宮町との間）
1967, 6 A

1976, 8 A

出現期 5～9月

⑱ウチワヤンマIctinus clauatus

Fabricius.

1972, 7 C

1972, 8 C

出現期 6～9月

6． オニヤンマ科Cordmegasteridae:

剛オニヤンマAnotogaster sieboldil

Selys.

1966,6A

1967, 7 A

1974, 8 C

1976, 8 A

出現期 6～9月

7． ヤンマ科Aeschnidae

C1) サラサヤンマ Jagoriapryeri

Martw.

1973, 6 C

出現期 5～6月

ヤンマ科では小型で黒色地に黄色斑の発達

した美麗種であり、兵庫県下では稀種に属し

ている。

助ミルンヤンマPlanaeschnamilnei

Selys.

1967, 9 A

1972, 8 A

1972, 9 C

1975, 8 C

出現期 6～11月

山地に普通にいる黒地に黄色斑のきれいな

種で特に複眼は美しい。好暮性を持っている。

鯛アオヤンマAeschlebia longistigma

Selys.

1976, 8 C

出現期 5～7月

名前のごとく全身があざやかな緑色の美し

い中型のヤンマで昔は多くいたが近年都市の

開発により生息池の埋め立てにより絶滅にひ

んしているところが多く、生息地より遠くは

､
一

、
一

－3－
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1967, 6 A

1973, 5 C

1973, 6 C

出現期 5～8月

山間の渓流沿いや丘陵地に多くみられる。

鯛オオヤマトンボEpophthalmia

elegans Brauer.

1972, 8 C

1973, 5 C

1973, 6 C

1973, 7 C

1976, 9 C

出現期 5～9月

大型のトンボで池をウチワヤンマと共によ

く排掴している。

10． トンボ科Libellulidae

鯛ハラビロトンボLyrlothemis

pachygastra Selys.

1966, 7 A

1973, 5 C

1973, 6 C

出現期 4～9月

田んぼや小川の付近に多い種だが最近減っ

た。

例シオカラトンボOrthetrum

albistyrumspeciosumUhler.
1966, 6 A

1973， 5 C

1975, 9 B

1976, 8 C

1976, 9 C

出現期 4～10月

この種の早をムギワラトンボと揖竜地区で

も呼ぶ。

㈱シオヤトンボOrthetrumjaponicam
japonicumUhler.

1966, 6 A

1973, 5 C

1975, 9 B

1976, 8 C

1976, 9 C

出現期 5～9月

開オオシオカラトンボOrthetrum

triangularemelama Selys.

鯛クロスジギンヤンマAnaxnigrofa

nigrofasciatusnigrofasciatus

Ogwma.

1973, .6 A

出現期 5～6月

（この種は目撃種であるが一度採集し、三

角紙におさめる際ににがしてしまった）

ギンヤンマとよくにているが出現期が早く

胸に黒いスジがあるのですぐ見分けられる。

8． エゾトンボ科Corduliidae

側 トラフトンポEpithecamarglnata

Selys.

1973, 5 B

1976, 5 C

出現期 4～5月

5月頃よく古い池の周囲を俳掴飛翔をして

いる。生活地を失いやがて絶滅するかもしれ

ない。

鋤オオエゾトンポ S、V・ atrovirens

Selys.

1976, 9 C

出現期 6～9月

関西に産するエゾトンボ科では稀種に属す。

肋ハネピロエゾトンボ Somatochlora

clauataOguma.

1972, 9 C

出現期 6～9月

やはり前種同様稀種に属す。このようなト

ンボを絶滅を防ぐにはやはり生活環境を変え

ないことであるので都市開発の犠牲にはした

くないと思う。

鯛タカネトンポ Somatochlorauchidai

Foersper.

1975, 9 A

1976, 9 C

出現期 6～10月

金緑色をした美しい種で少ないながら揖竜

地区にも分布する。山地の小池に9月頃特に

多く3が縄張り占有飛郡をし小池の内側を岸

に接して飛ぶので採集は容易である。

9． ヤマトンボ科Macromiidae

例コヤマトンポMacromiaamphigena

amphigena Selys.

1967, 5 A

津
〆

P

－4－
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1972, 9 D

1976, 9 C

出現期 7～10月

山すその水田に多いが珍しい種類である。

1965, 7 A

1967, 6 A

1969, 9 A

1973, 5 C

1973, 7 C

1976, 8 C

1976, 9 C

出現期 5～9月

㈹ショウジョウトンボCrocthemis

seruiliaDrury.

1973, 6 C

1973, 7 B

1973, 7 C

1976, 8 C

出現期 4～10月

8は真紅、 旱は燈黄色で早のテネラル（未

熟）は体色は淡く翅も全体に淡黄色でオオキ

トンボのような色で別種の感がする。

性1） コフキトンボDeieliaphaon Selys.

1972, 8 . C

1973, 5 C

1973, 6 C

出現期 、 5～9月
県下では局地的に多産する種である。

伽ミヤマアカネ Sympetram

pedemontanumelatumSelys.

1966, 9 A

出現期 6～11月

鯛ナツアカネ Sympetrum

darwinianumSelys.

1966, 9 A

出現期 6～12月

“アキアカネ Sympetyumfreguens

Selys.

1976, 10 C

出現期 6～12月

㈱マイコアカネ Sympetrumkunckeli

Selys.

1972, 8 C

1972, 9 C

1972, 9 D

出現期 6～11月

㈹ヒメアカネ Sympetramparum

Bartenbf.

性7） マユタテアカネ Sympetrum

eroticumeroticumSelys.

1966, 9 A

1972, 8 A

1972, 9 C

1972, 9 D

1973,7 C

1975, 9 B

1975, 9 A

1976, 8 C

出現期 6～12月

㈱リスアカネ Sympetrumrisirisi

Bartenef.

1966, 9 A

1972, 8 A

1972, 9 C

1973, 7 C

1975, 9 B

1976, 8 C

出現期

㈱ノシメトンポ Sympetrum

infuscatumSelys.

1966, 9 A

出現期 7～10月

鋤ナニワトンボ Sympetrum

gracile Oguna.

1975, 9 B

1976, 8 C

1976, 9 C

出現期 7～11月

、
‐ﾛ.″

、
一

近畿地方および中国・四国の瀬戸内海に面

した地域から記録されているに過ぎない。ナ

ニワトンボのナニワとは大阪の意味。

61） ネキトンボ Sympetrumspeciosum

specisum Oguma.

1972, 8 C

出現期 6～10月

個体数は少ない。

剛キトンボ Sympetrumcroceolum

Selys.

－5－
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兵庫県産ナガサキアゲハの分布について

広畑政已

1． 屋外で越冬中のナガサキアゲハ

筆者の庭のミカンの木では、ナガサキアゲハ

の蝿が越冬している。この蝿は、 1976年9月

4日に、徳島県宍喰町に於て、佐々木薫氏が採

集された成虫から採卵し、筆者がミカンにて飼

育し、そのままの状態で、屋外に放置している

ものである。

食樹のミカンは、樹高約1mの小さなもので、

高さ50cm～80cmの幹に、それぞれ踊化してい

る。食樹の植えられている庭は、標高178mの

山の北側斜面を切り開いた宅地内にあり、東側

も山になっているため、同地域内の平野部と比

較すると、気象条件も厳しく、 日照時間も短か

い。食樹には、天敵から幼虫、鋪を守るため、

採集用ネットを覆い、終始このままの状態で現

在に至っている。 6頭の鋪は、 2月13日現在、

踊化当初からの状態を維持し、死滅したような

形跡がみられないところから、生存していると

思われるので報告する。尚、今年の当地に於け

る冬期気象状況等については、羽化を待って次

の機会に報告したく考えている。

2． 県下本州側にて春型採集

本種の県下に於ける採集記録については、過

去宝塚市、芦屋市、西宮市、神戸市、加古川市

姫路市、赤穂市など数例が報告されている。

淡路島では、 1965年以降毎年発生がみられ、

少数ながら春型も得られている。卵、幼虫、蝿、

成虫の生活史全プロセスの内、冬期越冬蝿の確

認はまだされていないが、冬期気温などから判

断して、淡路島での土着は確実とみられている。

これに対し、本州側での採集側は、すべてが夏

以降のもので、特に冬期気温の関係から、土着

の可能性はないものと考えられていた。しかし、

1975年6月15日に、宍粟郡一宮町福知にて、

尾崎勇が18を採集されてから、極めて僅かな

がら採集されるようになった。 1976年5月28

日には赤穂市上仮屋にて岩村巌氏が1早を採集、

同年6月6日には、三日月町三日月に於て、広

利雅美氏によって1旱が採集されている。本州
側での春型の採集記録は、上記採集例が初めて

のように思われる。いずれの個体も新鮮で、遠

方から飛来したとも考えがたく、昨年、一昨年

と、春型が採集されていることは、非常に興味

深い。尚、これまで本州側からは、次の採集記

録が報告されている。

宝塚市ファミリーランド

画
一

23 Ⅷ 1955

芦屋市の裏山

一 Ⅶ 1956

西宮市東浜町

10 Ⅷ 1956

加古川市北在家

17 Ⅶ 1958

加古川市北在家

24 Ⅷ 1958

姫路市広畑地区

‘ 19 Ⅷ 1959

赤穂市尾崎

下旬Ⅶ 196l

赤穂市尾崎

’ 上旬Ⅷ 196l

赤穂市尾崎

19 Ⅸ 1965

神戸市板宿

3 Ⅷ 1967

赤穂市上仮屋

11 m l974

宍粟郡一宮町福知

15 Ⅵ 1975

赤穂市上仮屋

28 V 1976

佐用郡三日月町三日月

6 Ⅵ 1976

］ 早 福貴正三

1旱伊藤建

1? 尾崎郁也

1旱 幹昌典

1早 幹昌典

18 -

1旱 北条正

､
…グ

18 花房竜生

18 勝川剛

1旱 藤本寛

1旱 橋本圭司

18 尾崎勇

1早 岩村巌

l早 広利雅美

－7－
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3 気 温

ナガサキアゲハが県下の本州側に於て、土着

種となり得るかどうかの条件として、冬期気温

が上げられる。気温については、同地域内でも、

地形によってかなりの差が生じ、蝿化場所によ

っても微妙に違ってくる.。どのような気象条件

で越冬できるかは、筆者の庭にて越冬中の踊の

結果などからも判断するとして、本州側で採集

された、春型の個体が、本州側で越冬したと仮

定すると、 1975年12月～1976年2月の冬期

気温が問題となる。

そこでこの期間中の月平均最低気温と極値、

最低気温0℃以下の日数を表2に表した。この

表を見る限りでは、土着が確実とされている淡

路島と比較すると、本州側では、厳しい気象条

件下にある。春型が採集された赤穂市は、姫路

市と家島の気温の中間に値すると思われるが、

温暖な淡路島各地と比較すると、やはり冬期気

温は低い。しかし土着の可能性がないとは言い

難い。

4． 食 樹

ナガサキアゲハの食樹については、 ﾐ･カン科

のミカン属を食すとされている。県下にも分布

する同じ南方系のモンキアゲハと比較すると、

カラスザンショウなどのサンショウ属からの報

告がなく、 ミカン、ナツミカン、ザボン、ダイ

ダイ、ネーブル、ユズ、 ヒラミレモンなどの、

Citrus (ミカン属）とPoncirus (カラタチ

属）などが報告されている。糊こその依存の状

況は、栽培種に集中している。

ウンシュウミカンの作付面積は、 1952年に

全国で約47,000ヘクタールあり、 1961年には、

71,700ヘクタールと増えている。同じ頃、 ミ

琴

表2 1975年～1976年年冬期気温

６

卜
『

兵庫県気象年報(1975)

－8－

一

地名

12 月

平均最
低気温 極値

0℃以下
の日数

1 月

平均最
低気温

極値 品￥蚕

2 月

濃霧 極値
0℃以下
の日数

神
一

戸 4.4 0.6 0 1.2 －2．7 12 36 －1．2 3

明 石 1.5 －34 13 -0.7 －5．5 20 1.7 －4．3 14

姫 路 1.1 －2．9 17 －1．4 －5．6 22 1.8 －31 13

家 島 手潟 ( 0.1) －

(王i弓） L34) － ((2.5） (--2.0） 一

竜 野 1.4 －2．6 15

｡ 。

－1．9
－7．1 － 1.2 -4.0 13

上 郡 －0．5 －4．7 20 －35
－7．5 29 0.3 －5．7 14

洲 本 4.8 1.1 0 1.9
－2．0 8 37 －0．6 2

五 色

灘（淡路）

4.5

6.3

６
５

●
●

０
２

０
０

1.0

31

－30

－1．0

11

4

31

4．9

-1.0:

0.0

4

1

＝上
筑』｡ 5.7 1.2 0 2.2

-0.9 2 4.3 0.5 0

柏 原 (王i望） ←31） － 中旬
卜6.5）

←6.5） 一 （ 0.2） そ4.0） －

西 脇 0.0 －4．5 20 －2．4
－6．8 27 0．3 －5．2 17

一今一

局 砂 1.9 －2．2 11 －0．5
－5．0 18 2.5 －2．0 10
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赤穂市農協からの筆者の私信によれば、赤穂

市のミカン園では、ヤノネカイガラムシ、ダニ、

ルビーロウカイガラムシなどの被害が多く、ル

ビーロウカイガラムシは、天敵であるルビーア

カドリコバチを放飼することにより、害虫を防

除しているが、その他のものについては、年間

を通じて機械油乳剤、ハイドールなどの薬剤を、

害虫の発生に応じて散布している。この散布の

回数、度合等は、各々農家によって違いがある

が、ここ数年ミカンの需要供給のバランスの関

係から、採算面での問題があり、赤穂地域内で

も、 ミカン栽培に力を入れる農家が減少し、薬

剤散布も中途半ぱな状況になっている。この事

実は、この地域内で、ナガサキアゲハが生息す

るには、非常に好ましいことでもある。また赤

穂市塩屋の農家からの筆者の私信によれば、ア

ゲハチョウの幼虫は、薬剤を散布しても死なな

いということである。これは全く死なないとい

うことではなく、薬剤散布の後でもよく見かけ

るという意味の言葉であると思われる。若令幼

カンの作付面積の増加に伴い、ナガサキアゲハ

の数も著しく増えたという愛媛県の状況などか
ら判断すると、栽培されているミカンとの関連

は、深いものと考える。また最近の住宅ブーム

により宅地が急増し、庭にミカンの植樹をする

家や、生垣にカラタチを植える家が増えている

ことも、ナガサキアケハの生息に一役支ってい

る。県下にも自生するユズについては、柑橘中、

耐寒性が最も強く、北は福島県までその分布が

みられ、県下にも広く分布していると思われる

が、詳細は不明である。兵庫県下に於けるミカ

ンの作付面積は、表1の通りである。

5． ミカン栽培と薬剤散布

ミカンの害虫には、カイガラムシ類、コナジ

ラミ類、ダニ類、アブラムシ類、その他に薬を

食害する害虫があるが、その薬剤として、石灰

ボルドー液、石灰硫黄合剤、ジメトエート、フ

ッソールなど、その害虫によって使い分けてい

る。

一

国
一三

表1 兵庫県下に於けるミカンの作付面積

q
ー

近畿農政局兵庫統計情報事務所調べ（1974年）

－9－

罫

地 区
作付面積（ヘクタール）

ウンシ ユ ウミカン ナツミカン･雑カン
地 区

作付面積（ヘクタール）

ウンシ ユ ウミカンナツミカン･雑カン

州本市 117 43 神戸市伊川谷 5

津名郡津名町

〃 淡路町

〃

9”

北淡町

〃 一宮町

〃 五色町

〃 東浦町

95

42

86

126

86

27

216

加古川市見土呂

姫路市的形他

揖保郡御津町

赤穂市仮屋他

飾磨郡家島町

氷上郡春日町

5

4

6

55

13

30

三原郡緑町

〃 三原町

〃抄 西淡町

〃 南淡町

83

8

25

114

18

加東郡滝野町

合 計

1

928 277
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